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[ 3 ] おわりに ｰｰ 日本の科学技術と将来

（１） 3.11事故の分析と反省・教訓
・ 科学技術への自信（回復）
・ 安全と技術 （3.11事故の分析と反省）
・ 桁数の重要性、徹底法の一つの考え

（２） 理学と工学 －－－ 両輪の大切さ
・ 理学と工学の違い
・ 両輪の大切さ、「ICPP」主催の知見
・ 科学技術立国（？）の将来

（３） 最近の日本の科学技術－－明確な低落傾向
・ 最近の状況 －－科学技術軽視 / 理系軽視、

科学技術研究費、論文数、大学院生数、etc
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工学と理学・工学部と理学部

＜＜ 工学と理学 工学部と理学部 ＞＞ ---- 違いと特徴 ----

工学部 理学部
．

＊目指すところ 物を作り上げる 現象の解明・機構の理解
⇒基礎研究、長期的展望

＊日常の教育・研究
教育の考え方 教育して育て上げる ほぼ放任・自主性重視

修了期間 ほとんど３年で修了 年月を気にしない

講義（必修） 博士課程でも有 なし

対話・目線 ほぼ上から目線 水平視線・水平目線

先生の雰囲気 学生が先生を 学生が先生を

（呼び方） 「- - - 先生」と呼ぶ 「- - - さん」と呼ぶ

＊就職 面倒を見る ほとんど見ない

＊学位審査 指導教官が主査 指導教官は（主査はおろか）
審査委員に入らない

＜オヤジの話＞
文科系、群馬県初の東京商科大、三菱商事
＜後日、母親からの話＞
理学部進学希望にガックリ

一般の人の認識
特に、文科系の方々には同じもの？
また、理学は役立たない
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工学と理学：双方の特徴と大切さ

工学と理学 / 応用と基礎 - - - 両輪として共に大切
・ 特に大学では両方が大切 → 最近の風潮に危惧

→ 理学部と文学部が消滅したらその大学は消滅

■ ところが - - - -
・ 日本における最近の科学技術およびその評価の傾向
（特に、大学・研究所における）

↓

短期的計画（のみ）尊重の傾向
↓

基礎研究（工学部の基礎研究、理学部）の評価低下傾向

■ しかしながら - - - - 今から２５～３０年前に
諸外国から言われた言葉

⇒ 『基礎研究タダ乗り論』

・しかし、昨今の 「事業仕分け」 における考え方・判断とは？！

■ これでは - - - - 日本は 果たして 『科学技術立国か？』

⇒日本の科学技術の長期的発展を！

国立大学の
独立行政法人化
⇒外部資金重視
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・ 特に大学では両方が大切 → 最近の風潮に危惧

→ 理学部と文学部が消滅したらその大学は消滅

■ ところが - - - -
・ 日本における最近の科学技術およびその評価の傾向
（特に、大学・研究所における）

↓

短期的計画（のみ）尊重の傾向
↓

基礎研究（工学部の基礎研究、理学部）の評価低下傾向
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諸外国から言われた言葉

⇒ 『？？？？？？？？』

・しかし、昨今の 「事業仕分け」 における考え方・判断とは？！

■ これでは - - - - 日本は 果たして 『科学技術立国か？』

⇒日本の科学技術の長期的発展を！

日本が戦後の荒廃から復興
先進国にキャッチアップしそう
（追いつきそう）になった時



名目GDP(USドル)の推移(1980～2021年)
•GDP(国内総生産)とは、国内の生産活動による商品・サービスの産出額から

原材料などの中間投入額を控除した付加価値の総額
•当年の為替レートにより、USドルに換算

日本がGDPで米国に
キャッチアップしようとする頃
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工学と理学 / 応用と基礎 - - - 両輪として共に大切
・ 特に大学では両方が大切 → 最近の風潮に危惧

→ 理学部と文学部が消滅したらその大学は消滅

■ ところが - - - -
・ 日本における最近の科学技術およびその評価の傾向
（特に、大学・研究所における）

↓

短期的計画（のみ）尊重の傾向
↓

基礎研究（工学部の基礎研究、理学部）の評価低下傾向

■ しかしながら - - - - 今から２５～３０年前に
諸外国から言われた言葉

⇒ 『基礎研究タダ乗り論』
⇒ 今また、長期的計画 / 基礎研究の評価が低下傾向に！

■ これでは - - - - 日本は 果たして 『科学技術立国か？』

⇒日本の科学技術の “真の” 長期的発展を！

大学の一層の努力を！
同時に、各方面での認
識・理解と努力を！

特に日本は、基礎の重要性を忘れずに！

資源の少ない日本
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ICPP2008
September 8-12, 2008; Fukuoka, Japan

大変いい経験を 組織作り、全国行脚
オーガナイズ ＋ チームワーク作り
苦労、皆さんに喜んで

国際的にプラズマ物理として
最大の国際会議



ICPP2008
(International Congress on Plasma Physics)

「プラズマ理工学国際会議」

工学 と理学



ICPP2008
(International Congress on Plasma Physics)

プラズマ理工学国際会議

September 8-12, 2008; Fukuoka, Japan

R 仲間に、N 賞はいつ？
NO---業績、応用分野、集団
ただしーーーN 賞は20数人、
物理賞も10人以上

プラズマ物理の国際会議 ー－－しかし

日本で３回目の
開催 （３人目の議長として主催）
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日本経済新聞 2021.8.30





日本経済新聞 2021.8.11



日本経済新聞 2020.9.9



日本経済新聞 2021.8.30

日本経済新聞 2019.12.8



日本経済新聞 2019.12.8



日本経済新聞 2019.12.8
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九州大学 名誉教授
核融合科学研究所名誉教授

佐藤 浩之助

プラズマの定義と神秘さ面白さ
－－ 多様な集団的性質．オーロラとトーラス閉じ込めの関連性 －－

数学月間 第９回企画講演会
令和３年１２月１１日（土）１５：３０～１７：００

オンライン講演（ZOOM）

本日は、ご清聴 有難うございました。


